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大
地
と
食
と
人
を
つ
な
い
で

大
地
と
食
と
人
を
つ
な
い
で
6060
年年

代
表
理
事
組
合
長
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友
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弘
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仁
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條
　
秀
　
夫

理
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田
　
中
　
榮
　
夫

理
　
　
　
事	

堀
　
内
　
宏
　
和

理
　
　
　
事	

手
　
塚
　
裕
　
雄

理
　
　
　
事	

内
　
川
　
　
　
啓

理
　
　
　
事	

鶴
　
見
　
武
　
敏

理
　
　
　
事	

二
　
村
　
豊
　
彦

「
大
地
と
食
と
人
を
つ
な
い
で
60
年
」
公
募
の
中
か
ら
採
用
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
60
周
年
記
念
事
業
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
で
す
。
今
、
ま
さ
に
国
の
内
外
に
お
い
て
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
農
業
協
同
組
合
と
し
て
大
切
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
見
事
に
表
現
と
し
て
い
る
秀
作
で
す
。
本
年
も
令
和
８
年
の
創
立
60
周
年
に

向
け
「
国
消
国
産
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
記
念
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
は
沈
静
化
し
社
会
経
済
活
動
は
通
常
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
世
界
に
目
を
転
ず
れ
ば

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
加
え
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
紛
争
が
新
た
に
勃
発
し
ま
し
た
。
国
際
社
会
は
、
い
ず

れ
の
戦
争
も
解
決
す
る
手
段
を
持
て
ず
、
ま
す
ま
す
混
迷
の
度
を
深
め
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
異
常
気
象
が
世

界
を
席
巻
。
干
ば
つ
、
豪
雨
、
高
温
に
よ
り
地
球
規
模
で
の
災
害
が
世
界
各
地
で
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

人
類
は
地
球
温
暖
化
対
策
と
国
際
紛
争
の
解
決
と
い
う
二
つ
の
難
題
を
抱
え
た
ま
ま
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し

た
。
今
年
こ
そ
、
解
決
に
向
け
、
そ
の
一
歩
を
記
す
年
と
し
た
い
も
の
で
す
。

そ
の
具
体
的
な
第
一
歩
と
し
た
い
の
が
通
常
国
会
で
審
議
さ
れ
る
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直
し
で
す
。

農
政
の
憲
法
と
い
わ
れ
る
基
本
法
。
20
年
ぶ
り
の
見
直
し
と
な
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
こ
れ
ま
で
組
織

討
議
を
加
え
、
農
政
運
動
を
通
じ
て
要
請
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
は
食
料
安
全
保
障
、

農
産
物
の
適
正
価
格
の
実
現
と
そ
の
た
め
の
国
民
理
解
の
促
進
で
す
。
初
め
て
法
に
書
き
込
ま
れ
る
こ
と
は
大

き
な
前
進
で
あ
る
と
捉
え
ま
す
。
今
後
は
、
個
別
法
に
お
い
て
そ
の
精
神
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
行
動
を
起
こ
し

て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
本
年
を
農
業
復
権
元
年
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
見
直
し
　「
農
業
復
権
元
年
」
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青
　
木
　
充
　
夫

常

勤

監

事	

鰐
　
川
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史

監
　
　
　
事	

小
　
林
　
　
　
宏

員

外

監

事	

中
　
村
　
一
　
雄

ほ
か
職
員
一
同

当
Ｊ
Ａ
で
は
そ
の
実
践
の
一
つ
と
し
て
、
昨
年
10
月
か
ら
11
月
の
二
カ
月
間
を
「
み
ん
な
で
国
消
国
産　

秋

の
大
収
穫
祭
」
と
銘
打
っ
て
安
曇
野
ス
イ
ス
村
ハ
イ
ジ
の
里
を
拠
点
に
消
費
者
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
大
学
生
の

参
加
も
い
た
だ
き
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
ま
し
た
。
「
当
た
り
前
の
よ
う
に
店
頭
に
並
び
、
当
た
り
前
の

よ
う
に
食
べ
て
い
る
農
産
物
。
こ
の
当
た
り
前
を
ず
っ
と
維
持
し
続
け
る
た
め
に
も
、
と
も
に
安
曇
野
の
農
業

を
考
え
て
い
た
だ
く
」
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
は
新
た
な
長
期
構
想
・
３
カ
年
計
画
も
最
終
年
を
迎
え
総
仕
上
げ
を
行
う
年
と
な
り
ま
す
。
計
画
は
現

状
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
将
来
を
展
望
す
る
と
い
う
従
来
の
手
法
で
な
く
10
年
後
を
見
据
え
た
地
域
社
会
や
農
業

を
想
定
し
そ
の
た
め
に
こ
の
３
年
間
、
何
を
な
す
べ
き
か
と
い
う
視
点
で
策
定
し
、
主
要
事
項
と
し
て
農
業
基

盤
づ
く
り
、
組
織
基
盤
づ
く
り
、
経
営
基
盤
づ
く
り
の
３
づ
く
り
を
掲
げ
ま
し
た
。

農
業
基
盤
づ
く
り
で
は
、
人
と
農
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
践
す
る
年
と
な
り
ま
す
。
す
で
に
果
樹
農
家
に
つ

い
て
は
意
向
調
査
結
果
の
解
析
が
終
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
土
地
利
用
型
に
つ
い
て
は
現
在
、
意
向
調
査
回
収

の
最
終
段
階
に
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
生
産
組
織
の
主
体
的
取
組
が
全
国
モ
デ
ル
と
な
る
な
ど
全
国
的
に
も
高

い
評
価
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
結
果
に
基
づ
き
地
域
農
業
振
興
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
行

政
の
地
域
計
画
や
農
業
委
員
会
の
目
標
地
図
策
定
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

組
織
基
盤
づ
く
り
で
は
地
域
の
組
合
員
活
動
や
事
業
活
動
の
活
性
化
を
図
り
組
合
員
の
拡
大
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
経
営
基
盤
の
確
立
で
は
、
支
所
再
編
で
描
い
た
支
所
が
主
体
性
を
持
っ
た
事
業
・
組
織
活
動
を
本
格

化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
の
年
と
な
り
ま
す
。
難
問
山
積
の
中
で
か
じ
取
り
を
す
る
極
め

て
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
域
で
相
談
い
た
だ
き
適
任
者
の
選
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
カ
年
計
画
並
び
に
先
の
総
代
会
で
ご
承
認
い
た
だ
い
た
豊
科
支
所
並
び
に
本
所
建
設
工
事
は
本
年
９
月
の

建
屋
完
成
に
向
け
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

来
年
２
０
２
５
年
は
国
連
が
定
め
た
「
国
際
協
同
組
合
年
」、
２
０
１
２
年
に
続
き
２
回
目
と
な
り
ま
す
。
世

界
が
持
続
可
能
で
、
よ
り
公
正
で
、
よ
り
豊
か
な
社
会
を
築
く
た
め
の
協
同
組
合
の
力
に
大
き
な
期
待
を
抱
い

て
い
る
こ
と
の
証
左
で
す
。
改
め
て
「
大
地
と
食
と
人
を
つ
な
い
で
60
年
」
に
込
め
ら
れ
た
こ
れ
ま
で
の
歴
史

と
成
果
を
踏
ま
え
次
代
の
農
業
・
Ｊ
Ａ
づ
く
り
に
向
け
組
合
員
皆
様
と
と
も
に
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
し
い
年
が
組
合
員
を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
希
望
と
期
待
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。
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Ｊ
Ａ
あ
づ
み
は
、
老
朽
化
や
耐

震
性
の
問
題
等
か
ら
長
期
構
想
・

２
０
２
２
―
２
０
２
４ 

3
ヶ
年
計

画
に
基
づ
き
、
安
曇
野
市
豊
科
の
現

本
所
敷
地
内
に
豊
科
支
所
を
含
む
新

本
所
を
建
て
替
え
ま
す
。
令
和
6
年

1
月
下
旬
か
ら
本
格
的
に
建
物
の
建

設
に
着
工
し
、
同
年
９
月
末
の
完
成

を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
営
業
開
始

は
同
年
10
月
を
目
指
し
ま
す
。

建
設
地
は
現
本
所
敷
地
内
に
あ
る

中
庭
駐
車
場
で
、
鉄
骨
造
の
2
階
建

て
。延
べ
床
面
積
は
２
３
５
６
．21
㎡

を
計
画
。
駐
車
場
は
56
台
、
駐
輪
場

8
台
、
Ｅ
Ｖ
充
電
ス
タ
ン
ド
を
1
基

設
置
す
る
予
定
で
す
。
工
事
期
間
中

も
従
来
の
業
務
を
続
け
、
完
成
後
に

は
現
在
の
建
物
を
解
体
し
ま
す
。
解

体
工
事
を
含
む
工
事
全
般
の
終
了
は

令
和
7
年
6
月
を
予
定
し
て
い
ま

す
。 新

本
所
建
設
工
事
に

着
手
し
ま
す

▲新本所完成イメージ図

工　事　名 ＪＡあづみ本所並びに豊科支所建設工事
建　設　地 安曇野市豊科 4270-5、4270-6
敷 地 面 積 4,563.61㎡
延べ床面積 2,356.21㎡
構　　　造 鉄骨造
階　　　数 2 階
昇　降　機 1 基（11 人乗り）
駐　車　場 共用駐車場 56 台／駐輪場 8 台／ EV 充電スタンド 1 基
その他設備 太陽光発電・蓄電池設備
工　　　期 令和 5 年 11 月～令和 7 年 6 月（解体工事含む）
設　計　者 全農長野 1 級建築士事務所
施 工 業 者 株式会社守谷商会

●建設概要
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組
合
員
や
利
用
者
が
集
う
場
に

新
設
す
る
建
物
の
１
階
に
は
豊
科

支
所
や
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
ほ

か
、
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ホ
ー
ル
を

設
け
、
組
合
員
や
利
用
者
が
気
軽
に

集
い
く
つ
ろ
げ
る
空
間
を
想
定
し
て

い
ま
す
。
２
階
に
は
総
務
開
発
事
業

部
な
ど
を
構
え
ま
す
。

避
難
場
所
と
し
て
の
役
割
も

新
本
所
は
、
安
曇
野
市
中
心
部
に

位
置
す
る
こ
と
か
ら
新
た
に
導
入
す

る
太
陽
光
発
電
・
蓄
電
設
備
を
活
用

し
、
災
害
時
に
は
施
設
の
一
部
を
開

放
す
る
こ
と
で
避
難
場
所
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
く
と
と
も
に
、

今
後
、
市
と
の
連
携
・
協
議
を
進
め

な
が
ら
災
害
時
の
地
域
住
民
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。建

設
工
事
中
は
、
組
合
員
や
利
用

者
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
安
全
に
十
分
配
慮
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令和5（2023）年 令和6（2024）年 令和7（2025）年

11 月～ 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月11 月12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月

●新本所並びに豊科支所建設工事スケジュール

共済棟の解体工事

新本所建設工事（9月末完成予定）

営業開始

現本所解体工事（6月末完了予定）

２階／総務開発事業部　総合企画室
監査室　役員室　大会議室

１階／豊科支所　ローンセンター
金融共済事業部　多目的ギャラリー

1階ホール

2階ホール

多目的ギャラリー

フロア構成 ※今後、組織改編などにより変更になる可能性がございます。 設計基本構想設計基本構想

①地域農業を支え、親しみが感じられる①地域農業を支え、親しみが感じられる
②のどかな風景と調和している②のどかな風景と調和している
③地域のシンボルを継承する③地域のシンボルを継承する

SDGsへの取り組み
太陽光パネルの設置によるクリーンエネルギーの活用
省エネの可視化による意識の向上

災害に強い建物、省エネな建物

植樹や自然素材の建材を採用し、周辺環境に配慮

～人が集い、地域と共に成長する建物を目指します～～人が集い、地域と共に成長する建物を目指します～
-Basic Design Concept--Basic Design Concept-

※イメージ図
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Hot Report

安
曇
野
市
役
所
で
、「
第
12
回
安

曇
野
市
牛
枝
肉
共
励
会
表
彰
式
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。
生
産
者
や
安
曇
野

市
農
業
再
生
協
議
会
員
ら
約
10
人
が

出
席
。
２
年
連
続
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
太
田
和
男
さ
ん
（
＝
穂
高
有
明
）

に
、
賞
状
や
副
賞
を
手
渡
し
ま
し
た
。

共
励
会
は
、
安
曇
野
市
内
の
肥
育

牛
生
産
者
の
技
術
の
研
鑽
と
産
地
の

共
販
体
制
を
強
化
し
、
牛
肉
流
通
体

系
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
「
信
州
安
曇
野
牛
」

の
品
質
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
今
回

で
12
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

11
月
17
日
、
安
曇
野
市
農
業
再
生
協
議
会
や

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
ら
が
主
催
す
る
「
第
12
回
安
曇

野
市
牛
枝
肉
共
励
会
」
が
大
阪
府
の
大
阪
市
食

肉
市
場（
株
）で
開
か
れ
ま
し
た
。
共
励
会
に
は
、

市
内
の
５
戸
の
生
産
者
が
育
て
た
肥
育
牛
14
頭

の
出
品
が
あ
り
、
公
益
社
団
法
人
日
本
食
肉
格

付
協
会
が
定
め
る
審
査
基
準
に
基
づ
き
、
審
査

員
が
肉
の
サ
シ
（
霜
降
り
）
や
色
合
い
、
き
め

の
細
か
さ
な
ど
を
厳
正
に
審
査
し
ま
し
た
。
太

田
さ
ん
の
枝
肉
は
、
霜
降
り
の
度
合
い
や
肉
の

旨
味
、
柔
ら
か
さ
の
評
価
基
準
「
Ｂ
Ｍ
Ｓ
」
が

12
段
階
中
11
と
出
品
牛
の
中
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。

枝
肉
重
量
は
４
３
０
㌔
、
ロ
ー
ス
73
㌢
と
個
体
値

が
高
く
、
品
質
面
の
高
さ
が
評
価
さ
れ
最
優
秀

賞
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

太
田
さ
ん
は
「
我
々
畜
産
業
界
は
生
産
者
の

減
少
や
肥
料
の
高
騰
な
ど
厳
し
い
状
況
下
に
い

る
が
、
行
政
な
ど
と
協
力
し
仲
間
を
増
や
し
て

い
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
以

外
の
受
賞
者
は

次
の
通
り
（
敬

称
略
）

▽
優
良
賞
＝

株
式
会
社
降

籏
物
産

安
曇
野
市
豊
科
南
穂
高
の
大
型

農
産
物
直
売
所
「
安
曇
野
ス
イ
ス
村

ハ
イ
ジ
の
里
」
の
食
育
ル
ー
ム
で

「
あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
（
野
菜

コ
ー
ス
）」
の
最
終
講
座
を
開
き
ま

し
た
。

小
学
３
～
６
年
生
と
そ
の
家
族

約
40
人
が
参
加
、
同
コ
ー
ス
で
11
月

中
旬
に
収
穫
し
た
野
菜
や
安
曇
野

特
産
の
夏
秋
い
ち
ご
を
使
っ
た
料

理
・
デ
ザ
ー
ト
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
職
員
が
講
師
と
な
り
、「
野
菜
た
っ
ぷ

り
簡
単
ポ
ト
フ
」や「
大
根
と
ピ
ー
マ
ン
の
ツ
ナ

カ
レ
ー
炒
め
」「
夏
秋
い
ち
ご
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
の

簡
単
デ
ザ
ー
ト
」
の
３
品
を
調
理
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
親
子
で
協
力
し
な
が
ら
調
理
し
、

完
成
し
た
料
理
と
と
も
に
記
念
写
真
を
撮
る
な

ど
忘
れ
ら
れ
な

い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

小
口
達
也
く

ん
は
「
穴
を
掘

っ
て
、
苗
を
植

え
、
大
き
な
大

根
を
収
獲
で
き

て
本
当
に
楽
し

か
っ
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

安
曇
野
市
豊
科
南
穂
高
の
大
型
農

産
物
直
売
所
「
安
曇
野
ス
イ
ス
村
ハ

イ
ジ
の
里
」の
単
月
売
上
高
が
、開
設

８
年
目
で
初
め
て
１
億
円
を
突
破
し

ま
し
た
。11
月
の
売
上
高
、レ
ジ
通
過

者
と
も
に
最
高
値
を
更
新
。
平
成
28

年
の
オ
ー
プ
ン
以
降
、
売
上
は
常
に

右
肩
上
が
り
で
伸
び
て
い
ま
す
。

生
産
者
と
Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
だ
「
み
ん
な
で
国
消
国

産
！
秋
の
大
収
穫
祭 
直
売
所
へ
行

こ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な
ど
の
企
画

が
奏
功
し
ま
し
た
。

11
月
の
売
上
高
は
１
億
２
５
４
万

円
（
前
年
対
比
27
％
増
）、
レ
ジ
通

過
者
４
万
３
５
４
６
人
（
同
比
28
．４
％
増
）

と
な
り
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
他
、
４
年

ぶ
り
に
復
活
し
た
リ
ン
ゴ
の
詰
め
放
題
な
ど
直

売
所
の
魅
力
を
生
か
し
た
企
画
が
口
コ
ミ
と
報

道
で
広
ま
り
、
客
足
が
増
加
し
ま
し
た
。
全
国

的
な
物
価
高
も
あ
り
、「
安
く
て
新
鮮
、
安
全
・

安
心
な
農
産
物
が
買
え
る
直
売
所
」
と
し
て
、

リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。
売

上
点
数
が
一
日
５
４
０
点
を
超
え
る
生
産
者
も

い
て
、売
れ
る
こ
と
が
出
荷
意
欲
を
向
上
さ
せ
、

「
売
上
増
」
の
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

リ
ン
ゴ
詰
め
放
題

　
　
　
　

品
種
替
え
て
Ｐ
Ｒ

特
に
人
気
を
集
め
た「
リ
ン
ゴ
の
詰
め
放
題
」

は
１
袋
３
９
８
円
（
税
込
）。
袋
の
規
格
は
縦

38
㌢
、
横
26
㌢
。
詰
め
方
に
よ
っ
て
は
最
大
20

個
ほ
ど
を
詰
め
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、
開
始
前
に

は
約
２
０
０
人
が
並
ぶ
時
も
あ
り
ま
し
た
。
サ

ン
つ
が
る
や
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
、
サ
ン
ふ
じ
な

ど
季
節
ご
と
に
品
種
を
替
え
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

に
よ
り
、
消
費
者
の
購
買
意
欲
向
上
や
農
家
所

得
増
大
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。

妻
と
詰
め
放
題
を
楽
し
ん
だ
飯
田
市
の
小
野

寺
充
さ
ん
は「
安
曇
野
産
リ
ン
ゴ
は
味
が
良
い
。

詰
め
放
題
が
復
活
し
て
か
ら
色
々
な
品
種
を
楽

し
め
た
。
安
曇
野
市
の
魅
力
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
と
思
う
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

後
藤
祐
輔
セ
ン
タ
ー
長
は
開
設
以
来
の
目
標

達
成
に「
生
産
者
や
店
舗
ス
タ
ッ
フ
、Ｊ
Ａ
関
係

各
所
の
協
力
で
達
成
出
来
た
こ
と
が
嬉
し
い
。

こ
れ
に
満
足
せ
ず
、
今
ま
で
以
上
に
地
域
に
愛

さ
れ
る
店
に
し
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。

あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル（
野
菜
コ
ー
ス
）修
了　

家
族
で
料
理
教
室

単
月
売
上
高
初
の
１
億
円
突
破　

安
曇
野
ス
イ
ス
村
ハ
イ
ジ
の
里

第
12
回
安
曇
野
市
牛
枝
肉
共
励
会
表
彰
式 

２
年
連
続
の
最
優
秀
賞
に
太
田
和
男
さ
ん

▲人気を集めたリンゴの詰め放題

▲最優秀賞を受賞した太田さん

11月
1～30日

11月
26日

11月
29日

▲家族で料理・デザートを調理
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Hot Report 注目・期待！！ あづみトピックス

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
農
政
協
議
会
は
、
安
曇
野
市
の
広
域
営
農

セ
ン
タ
ー
で
「
次
世
代
を
担
う
農
業
者
と
の
懇
談
会
」
を

開
き
ま
し
た
。
農
家
の
Ｊ
Ａ
へ
の
意
見
を
吸
い
上
げ
、
次

年
度
以
降
の
事
業
計
画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
。

こ
の
日
は
、
米
や
果
実
、
野
菜
な
ど
の
管
内
の
担
い
手

農
家
や
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
約
30
人
が
参
加
。
Ｊ
Ａ
へ
の
意
見

や
要
望
、
提
案
な
ど
を
聞
き
、
約
２
時
間
懇
談
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
米
農
家
は
「
色
々
意
見
を
述
べ
た
が
Ｊ
Ａ
に
し

か
実
践
で
き
な
い
施
策
が
あ
る
は
ず
。
現
場
の
声
を
生
か
し

た
計
画
を
立
て
て
実
践
し
て
欲
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

梓
川
支
所
は
、
組
合
員
や
地
域
住
民
を
対
象
に
松
本
市

の
Ｊ
Ａ
虹
の
ホ
ー
ル
あ
ず
さ
が
わ
で
「
梓
川
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
」
を
開
き
ま
し
た
。
開
所
３
周
年
を
記
念
し
た
イ
ベ

ン
ト
で
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
Ｊ
Ａ
を
よ
り
身

近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
企
画
し
ま
し
た
。

豪
華
賞
品
が
当
た
る
組
合
員
限
定
の
抽
選
会
の
ほ
か
特

選
安
曇
野
産
リ
ン
ゴ
や
ミ
カ
ン
な
ど
の
農
産
物
、
農
機
具

を
特
価
で
販
売
。
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
女
性
部
梓
川
支
部
に
よ
る

き
の
こ
汁
の
ふ
る
ま
い
や
奈
川
そ
ば
の
試
食
販
売
、
和
太
鼓
グ
ル
ー

プ
「
辿
」
に
よ
る
力
強
い
演
奏
な
ど
、
催
し
の
数
々
に
来
場
者
の
笑

顔
が
広
が
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
女
性
部
は
、
安
曇
野
市
立
三
郷
小
学
校
２

年
生
１
５
７
人
が
同
校
に
隣
接
す
る
畑
で
育
て
た
大
豆
「
ナ

カ
セ
ン
ナ
リ
」
を
使
っ
た
豆
腐
作
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し

た
。部

員
６
人
が
講
師
と
な
り
「
ざ
る
豆
腐
」
の
作
り
方
を

手
ほ
ど
き
。
初
め
て
食
べ
る
お
か
ら
や
湯
葉
な
ど
を
味
見

し
な
が
ら
、
ざ
る
豆
腐
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

同
部
の
北
林
則
子
食
育
委
員
長
は
「
大
豆
の
栽
培
過
程

で
体
験
し
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
家
に

帰
っ
た
ら
、家
族
に
話
し
て
み
て
欲
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
農
政
協
議
会
税
務
対
策
委
員
会
と
同
Ｊ
Ａ

農
業
青
色
申
告
会
は
、
安
曇
野
市
の
広
域
営
農
セ
ン
タ
ー
で

農
業
青
色
申
告
・
複
式
農
業
簿
記
基
礎
研
修
会
を
初
め
て
開

き
ま
し
た
。

生
産
者
や
Ｊ
Ａ
職
員
ら
約
40
人
が
参
加
。
あ
づ
み
野
横
山

会
計
事
務
所
の
横
山
実
税
理
士
ら
を
招
き
、
青
色
申
告
制
度

の
概
要
や
節
税
効
果
、
消
費
税
の
新
た
な
仕
組
み
「
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
（
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
）」
な
ど
の
注
意
点

を
確
認
し
ま
し
た
。

横
山
税
理
士
は
「
Ｊ
Ａ
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
な
が
ら
適
正
な

申
告
を
行
っ
て
欲
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

安
曇
野
市
堀
金
の
広
域
営
農
セ
ン
タ
ー
で
、
コ
ー
プ
な
が

の
と
合
同
で
、
飢
餓
に
苦
し
む
西
ア
フ
リ
カ
・
マ
リ
共
和
国

へ
送
る
国
際
協
力
田
支
援
米
の
発
送
式
を
開
き
ま
し
た
。

コ
ー
プ
な
が
の
中
信
地
区
の
組
合
員
家
族
や
Ｊ
Ａ
理
事
、

Ｊ
Ａ
職
員
ら
16
人
が
参
加
。
参
加
者
は
米
袋
に
稲
穂
や
ア
ニ

メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
現
地
の
言
葉
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
く
な

ど
支
援
米
を
送
り
出
す
準
備
を
し
ま
し
た
。
支
援
米
５
７
０

キ
ロ
は
12
月
中
旬
、
長
野
市
の
Ｊ
Ａ
集
荷
施
設
へ
発
送
し
ま

し
た
。
１
月
中
旬
に
は
県
下
全
体
の
出
発
式
が
行
わ
れ
、
支
援
米
は
約

２
万
キ
ロ
の
船
旅
を
経
て
３
月
中
に
現
地
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
女
性
部
西
穂
高
支
部
牧
大
根
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
＝
降
籏
房
子
代
表
）
は
、

安
曇
野
市
穂
高
の
西
穂
高
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
地
元
の

伝
統
野
菜
「
牧
大
根
」
を
原
料
に
し
た
漬
物
「
安
曇
野
う
ん

め
え
漬
け
（
し
ょ
う
ゆ
漬
け
）」
の
袋
詰
め
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

メ
ン
バ
ー
８
人
は
、
11
月
22
日
か
ら
漬
け
込
ん
だ
牧
大
根

を
手
際
よ
く
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
詰
め
、
専
用
の
機
械
で
真
空
パ

ッ
ク
に
し
ま
し
た
。
主
力
の
ぬ
か
漬
け
は
、
令
和
6
年
2
月

上
旬
頃
か
ら
ハ
イ
ジ
の
里
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
烏
川
店

以
外
に
穂
高
農
産
物
直
売
所
で
も
販
売
す
る
予
定
。
メ
ン
バ
ー
の
浅
川

峰
子
さ
ん
は
「
お
茶
う
け
や
お
酒
の
お
供
な
ど
に
適
し
た
味
に
仕
上
が

っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

次
世
代
を
担
う
農
業
者
と
の
懇
談
会　

現
場
の
声
に
耳
を
傾
け
る

飢
餓
の
救
い
に　

マ
リ
共
和
国
へ
支
援
米
贈
る

「
安
曇
野
う
ん
め
え
漬
け
」今
年
も　

お
茶
う
け
や
お
酒
の
お
供
に

開
所
３
周
年
記
念「
梓
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」　

Ｊ
Ａ
を
身
近
に
つ
な
が
り
深
く

育
て
た
大
豆
で
豆
腐
作
り　

女
性
部
が
サ
ポ
ー
ト

税
金
に
対
す
る
理
解
醸
成
へ　

農
業
青
色
申
告
研
修
会
開
催

12月
11日

12月
2日

12月
7日

12月
16日

12月
8日

▲活発な意見交換が行われた懇談会▲組合員限定で実施した抽選会▲固まった豆腐をおたまで移す生徒（中央）

12月
18～20日

▲税金のポイントを解説する横山税理士（中央） ▲袋詰め作業をするメンバーら ▲米袋にメッセージなどを書き込む参加者ら
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安全・安心！！  健康農作物づくり  
豊かな安曇野の大地が育てる安全・安心な自然の恵み。皆さんと一緒に元気な農業をお手伝い！

春
か
ら
の
作
業
に
向
け
て

　

果
樹
は
剪
定
か
ら
収
穫
ま
で
一
年
を

か
け
て
栽
培
す
る
も
の
に
な
る
た
め
、
作

業
を
計
画
的
に
進
め
て
、
安
定
・
高
品

質
生
産
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◆
整
枝
剪
定
作
業

　

果
樹
の
整
枝
剪
定
作
業
は
、
管
理
効

率
や
果
実
品
質
、
収
量
に
大
き
く
関
わ

る
大
切
な
作
業
で
す
。
次
の
点
に
注
意

し
作
業
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

①
樹
全
体
を
観
察
し
、
作
業
の
妨
げ
に

な
る
枝
や
極
端
に
太
い
枝
が
な
い
か

確
認
す
る
。

※
こ
の
時
、
隣
の
樹
と
の
ス
ペ
ー
ス
も

確
認
し
、
混
み
合
っ
て
い
な
い
か
注

意
認
す
る
。

②
ど
の
枝
に
も
十
分
日
が
当
た
り
、
防

除
薬
剤
が
か
か
る
よ
う
な
枝
ぶ
り
を

意
識
し
て
作
業
を
進
め
る
。

③
重
な
っ
た
枝
は
、
切
り
落
と
す
前
に

誘
引
作
業
で
解
消
で
き
な
い
か
確
認

す
る
。

　

同
じ
枝
振
り
の
樹
で
も
、
身
長
や
体

格
に
よ
っ
て
作
業
効
率
が
異
な
り
ま
す
。

整
枝
剪
定
す
る
際
は
、
一
緒
に
作
業
し

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

農
閑
期
に
は
作
付
け
や
施
肥
設
計
な

ど
を
栽
培
計
画
・
目
標
に
照
ら
し
て
振

り
返
り
、
来
年
度
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

【
土
壌
改
良
資
材
に
つ
い
て
】

　

近
年
、
生
育
期
の
天
候
不
順
や
台
風

に
よ
る
倒
伏
・
高
温
障
害
に
よ
る
乳
白

米
や
胴
割
れ
米
へ
の
心
配
が
増
え
て
い

ま
す
。
窒
素
過
多
や
密
植
、
日
照
不
足
、

病
害
虫
の
発
生
等
で
葉
・
稈
が
軟
弱
に

な
り
ま
す
。
軟
弱
な
稲
は
、
雨
風
等
の

被
害
に
よ
り
倒
伏
の
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。

　

稲
作
に
お
い
て
、
著
し
い
天
候
不
順

に
も
対
応
で
き
る
良
質
米
の
安
定
生
産

に
は
地
力
の
確
保
が
大
切
で
す
。
土
壌

改
良
資
材
な
ど
を
利
用
し
た
土
づ
く
り

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
土
想
神
・・・
ケ
イ
酸
・
リ
ン
酸
・
カ
リ
・

苦
土
・
ア
ル
カ
リ
分
・
鉄
・
マ
ン

ガ
ン
を
一
度
に
補
給
出
来
る
省
力

で
低
コ
ス
ト
の
水
田
用
総
合
土
づ

く
り
肥
料　

て
く
れ
る
方
の
意
見
も
取
り
入
れ
て
仕

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、③
で
も
触
れ
ま
し
た
が
『
整
枝
・

剪
定
』
と
い
う
名
の
通
り
、
邪
魔
な
枝

だ
と
い
っ
て
切
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

く
、
誘
引
を
用
い
た
『
整
枝
』
を
活
用

し
作
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ぶ
ど
う
の
場
合
、
剪
定
を
春
ま
で
待

つ
と
積
雪
時
に
雪
が
枝
に
乗
っ
て
棚
に

負
荷
が
か
か
っ
て
し
ま
い
、
棚
が
つ
ぶ

れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
積

雪
前
に
粗
剪
定
を
実
施
し
て
棚
へ
の
負

荷
を
減
ら
し
、
２
月
か
ら
水
を
吸
い
上

げ
始
め
る
ま
で
の
間
に
仕
上
げ
剪
定
を

実
施
し
て
下
さ
い
。

　　

核
果
類
（
桃
や
梅
、
プ
ル
ー
ン
な

ど
）
は
剪
定
し
た
後
の
傷
口
が
ふ
さ
が

り
に
く
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
太
い
枝

を
切
る
時
は
水
を
吸
い
上
げ
始
め
る
春

に
な
っ
て
か
ら
切
る
か
、
や
む
を
得
ず

厳
寒
期
に
切
る
場
合
は
枝
の
付
け
根
を

20
㎝
程
度
残
し
て
切
る
（
出
べ
そ
切
り
）

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
食
味
分
析
に
つ
い
て
】

　

今
月
の
訪
問
日
で
「
令
和
５
年
産
米

の
食
味
・
品
質
分
析
結
果
」
が
配
布
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
今
後
の
栽
培
管
理
の

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
５
年
度
よ
り
食
味
分
析
の
シ
ス

テ
ム
が
変
わ
り
ま
し
た
。
レ
ー
ダ
ー

チ
ャ
ー
ト
（
６
角
形
グ
ラ
フ
）
や
４
段

階
で
の
ラ
ン
ク
（
Ｓ
・
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）

が
表
示
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
が
見
方

は
同
じ
で
す
。
目
標
値
を
基
準
に
来
年

度
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

分
析
計
で
計
測
さ
れ
る
項
目
は
様
々

で
す
が
、
主
に
「
ア
ミ
ロ
ー
ス
」「
タ
ン

パ
ク
質
」
の
値
が
食
味
に
大
き
く
関
係

し
ま
す
。
評
価
値
が
高
く
美
味
し
い
と

さ
れ
る
お
米
は
、
い
ず
れ
の
数
値
も
低

い
お
米
で
す
。

　

詳
し
く
は
各
地
区
指
導
員
ま
で
お
問

い
合
せ
下
さ
い
。

（
果
実
課　

小
林
鷹
文
）

（
豊
科
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー　

青
柳
安
定
）
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営農メモあづみ野豊穣

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

今
月
は
、
春
先
の
作
型
品
目
に
合
わ

せ
た
播
種
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。
苗
半

作
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
良
質

な
農
産
物
を
栽
培
す
る
に
は
、
播
種
・

育
苗
期
間
～
定
植
ま
で
の
栽
培
管
理
が

と
て
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

１
月
～
２
月
上
旬
に
播
種
が
オ
ス
ス

メ
の
そ
菜
品
目
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
レ
タ
ス
類

レ
タ
ス
に
は
、
結
球
す
る
玉
レ
タ

ス
、
半
結
球
す
る
サ
ラ
ダ
ナ
、
結
球
し

な
い
リ
ー
フ
レ
タ
ス
（
赤
色
の
サ
ニ
ー

レ
タ
ス
）、
サ
ン
チ
ュ
な
ど
、
多
数
の

品
種
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
品
種
も
比
較
的
冷
涼
な
気
候

を
好
み
、
被
覆
資
材
を
使
用
す
る
こ
と

で
露
地
栽
培
が
可
能
で
す
。
播
種
～
育

苗
時
は
、
十
分
な
日
当
た
り
を
確
保
し

な
が
ら
、
高
温
で
は
休
眠
す
る
性
質
が

あ
る
の
で
換
気
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ

壌
で
も
よ
く
育
ち
ま
す
が
、
酸
性
が
強

い
土
壌
を
嫌
う
の
で
、
ア
ル
カ
リ
性
の

資
材
を
散
布
し
て
土
壌
酸
度
を
中
和
し

ま
す
。レ
タ
ス
の
根
は
細
か
く
、浅
い
の

で
、乾
燥
や
過
湿
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

春
播
種
、
初
夏
収
穫
の
作
型
は
、
播

種
か
ら
生
育
初
期
に
か
け
て
は
低
温
期

で
、
花
蕾
形
成
か
ら
収
穫
時
期
に
か
け

て
は
気
温
上
昇
期
と
な
り
ま
す
。
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
の
生
育
特
性
上
、
栽
培
難

度
が
高
い
作
型
に
な
り
ま
す
。
こ
の
作

型
で
は
、
早
生
種
か
ら
中
生
種
が
適
し

て
い
ま
す
が
、
早
生
種
に
な
る
ほ
ど
低

温
に
敏
感
な
た
め
早
期
出
蕾
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

播
種
時
期
が
低
温
期
に
な
る
た
め
、

地
温
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

さ
い
。
夜
間
に
水
分
が
多
い
と
徒
長
の
原

因
に
な
る
た
め
、散
水
は
早
朝
行
い
ま
す
。

育
苗
日
数
は
50
～
60
日
前
後
と
な
り
ま

す
。
本
葉
４
～
５
枚
程
度
で
、
定
植
の
適

期
と
な
り
ま
す
。

　

生
育
期
間
中
の
温
度
が
高
い
と
花
芽
形

成
と
な
り
、抽
苔
し
ま
す
。ど
の
よ
う
な
土

電
熱
線
等
を
利
用
し
加
温
を
行
い
、
苗

床
の
気
温
は
日
中
20
～
25
℃
、
夜
間
は

10
℃
以
上
に
管
理
し
、
発
芽
を
促
し
ま

す
。
低
温
、
低
日
照
は
芯
止
り
発
生
の

一
因
と
な
る
た
め
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

育
苗
日
数
は
40
～
50
日
前
後
と
な
り
ま

す
。
本
葉
３
．５
～
４
枚
程
度
で
定
植
の

適
期
と
な
り
ま
す
。

暖
か
い
苗
床
か
ら
、
急
に
気
温
の
低

い
本
圃
に
定
植
す
る
と
強
い
ス
ト
レ
ス

を
受
け
る
た
め
、
活
着
の
遅
れ
や
生
育

不
良
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
苗
床
で
は

徐
々
に
温
度
を
下
げ
、
定
植
の
３
日
前

位
に
は
外
気
に
あ
て
外
の
環
境
に
馴
ら

す
作
業
を
行
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

大
雪
・
大
風
等
の
自
然
災
害
に
備
え

て
農
業
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
補
強
・
対

策
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
各
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
又

は
、
各
地
区
担
当
指
導
員
ま
で
お
間
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
堀
金
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
主
任
　
保
尊
優
一
）

▲写真はイメージです。
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季節を暮らしのエッセンスに

夏
秋
い
ち
ご（
秋
作
）

栽
培
講
習
会
開
催
に
つ
い
て

   

女
性
部
主
催

『
女
性
部
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

開
催
の
お
知
ら
せ

　

令
和
６
年
２
月
10
日
㈯

10
時
～
14
時
40
分

　

安
曇
野
ス
イ
ス
村

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
大
ホ
ー
ル

　
＊
自
家
製
産
物
販
売
・
手
芸
展
示

　
＊
記
念
講
演

　
　「
認
知
症
も
怖
く
な
い
・
グ
ル
メ
リ
ポ
ー
タ
ー
の

　
　
役
に
立
つ
食
の
話
と
カ
ン
タ
ン
健
康
法
」

　
菊
田
あ
や
子 

（
タ
レ
ン
ト
）

と
　
き

と
こ
ろ

内
　
容

　令和6年1月より当 JAの購買事業で使用するシステムの切り替えに伴い、生産資材・農業機械・燃料・
LPガス等の購買事業を口座引落の決済方法により利用する場合に、購買代金の請求の取扱い方法が変更と
なります。

■当 JA より発行する請求書の様式を変更します。
■期日に代金決済されなかった場合は、期日の 3 信用営業日後に再度引落しとなります。
■期日までに代金決済されなかった場合に発生する遅延利息の計算方法を変更します。

●遅延利息計算方法の変更について

●購買代金の決済について

現　行 ：当 JA所定の利率により日割で計算し、日次で遅延利息を加算しご請求しています。
変更後 ：計算方法は現行と同じで、月次（請求明細書の発行日）で遅延利息を加算しご請求します。
　　　　（令和６年2月に配布する請求明細書より変更します）

　上記の利息計算の変更内容を含め、口座引落による購買代金の決済方法に関する当 JAのご利用約款と
して「購買代金決済規定」を制定します（HPに掲載）。令和６年１月以降のお取引より適用します。

お問合せ先：各支所・出張所・地域営農センター・売場まで

購買代金の請求方法変更のご案内

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
ま
す

受
け
入
れ
可
能
な
食
品

　

賞
味
期
限
が
明
記
さ
れ
、１
ヶ
月
以
上

あ
る
も
の
、未
開
封
の
も
の
、包
装
や
外
装

が
破
損
し
て
い
な
い
も
の
、生
鮮
食
品
以

外
の
常
温
保
存
で
き
る
も
の
、日
本
語
表

記
さ
れ
て
い
る
も
の
。	

※
詳
し
く
は
総
務
開
発
事
業
部
総
務
課
女
性
部

事
務
局
ま
で（
☎
０
２
６
３-

72-

２
９
３
０
）

　

広
報
誌
「
ス
マ
イ
ル
12
月
号
」
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
し
た
夏
秋
い
ち
ご（
秋
作
）の
栽
培
講

習
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

と
　
き	

令
和
６
年
１
月
18
日（
木
）13
：
30
～

と
こ
ろ	

広
域
営
農
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

内
　
容	

（
１
）夏
秋
い
ち
ご
に
つ
い
て

	

（
２
）栽
培
に
つ
い
て

	

（
３
）そ
の
他

苗
代
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
に
つ
い
て
は
、
特
別
価
格
の
概

算
50
円（
税
込
）と
な
り
ま
す
。

※
令
和
７
年
度
以
降
の
価
格
に
つ
き
ま
し
て
は

調
整
中
の
た
め
、
苗
注
文
の
際
に
ご
連
絡
い

た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
】

　

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
各
地
域
営
農
セ
ン
タ

ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
先
く
だ
さ
い
。

【
穂
高
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
】

　
　

(

０
２
６
３)

83-

５
１
２
６

【
堀
金
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
】

　
　

(

０
２
６
３)

73-

２
５
１
９

【
豊
科
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
】

　
　

(

０
２
６
３)

71-

３
１
８
８

【
三
郷
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
】

　
　

(

０
２
６
３)

77-

２
１
５
３

【
梓
川
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
】

　
　

(

０
２
６
３)

78-

３
０
２
４



11

すまいる情報チャンネル

ＪＡ配達灯油安心トク得キャンペーン
★クミアイプロパンをご利用のお客様限定

【期間】　【期間】　令和6年２月末日まで令和6年２月末日まで
　クミアイプロパンをご利用のお客様に限り、期間中、
JAの配達灯油をご購入いただければ、その場で通常
価格より1ℓあたり2 円をお値引きいたします。
　さらに、JA「おまかせ灯油」会員にご入会いただ
くと通年、一般配達価格より1ℓあたり3 円引き！

キャンペーン期間中

最大 1ℓあたり5円引き�
※本キャンペーンの対象は個人のお客様に限らせて
いただきます。なお、値引き適用については、原則
として事前にお客様からのお申し込みが必要となり
ます。
　クミアイプロパンの検針票または、検針ハガキを
ご用意のうえ、下記までご連絡お願いいたします。

灯油配送センター（☎72－7811）

新規おまかせ配送会員募集中 !!

令和6年2月末日まで
♬お得な灯油は JA 灯油 !

冬の寒さ対策はいかがされますか ?

JAの「おまかせ配送会員」にご加入すれば

寒さ対策バッチリ、しかもお得です。

おまかせ配送会員にご加入の特典

１　おまかせ会員割引で灯油価格がお安く !

　　（一般配達価格より 3 円／ℓ値引き）

２　キャンペーン期間中にご入会された方は、2 月末まで、さらに

　　２円／ℓ値引き !

　　　「おまかせ配送」ってなぁ～に?

お客様のお宅にJAが灯油を定期的に配達するサービスです。
♥入会金、年会費など一切不要です。

♥灯油のホームタンク（一定量以上）をお持ちのお客様がご利用

いただけます。

♥お客様のタンク容量、使用量に合わせて定期的に配達しますので、

その都度電話で注文する手間がなくなります。（タンクが空にならないこ

とを保証するサービスではありません）

♥代金お支払いは JA 口座振替、または ENEOS クレジットカード決済でお

願いします。（現金でのお支払いはご遠慮下さい。）

♥ ENEOS カード（P を除く）でお支払いの場合、決算時に 1 円引き /ℓ

いたします。

灯油配送センター　☎0263-72-7811

これは便利

～トラックの昇降設備のご紹介～
　厚生労働省は労働安全衛生規則等を一部改正しました。荷役作業中の「墜落・転落」事故を減らそうと、令和5年10月1
日から昇降設備の設置が義務付けられる貨物自動車の最大積載量が5t 以上から2t 以上へと広がりました。荷を積み卸す
作業を行うときに使用する昇降設備は、荷役作業場所に備え付けられ、作業の際に持ち運んで使えるものも含みます。

ＪＡファームみどりの店からのご案内

ステップの高さが調節でき、折りたたんで収納できるアルミ製ステップ　　
ここがポイント！
●トラックのあおりに掛けて使用すれば煩わしかった上り下りがとても楽になります。
●ステップの高さが無段階に調整でき、折りたたんで収納できます。
●横滑りを防止するクッションゴム付（高さ調整可能）。
●アオリ巾55mm以内の1ｔ車〜4ｔ車までに取付可能。昇降は後ろからでも横からでもOK。

【お問い合わせ先】
ＪＡファームみどりの店
☎ 0263-73-7667

ゴン・トラックステップ　TR1
１台　15，500円

トラックステップ２　TR2
１台　27，400円

重量：4.5㎏
耐荷重：100㎏

重量：3㎏
耐荷重：100㎏（単位mm） （単位mm）
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食と農の大切さを伝えますみんなのあした 食と農の大切さを伝えますみんなのあした

Ｊ
Ａ
常
勤
役
員
、室
・
事
業
部
長
と
懇
談

事
業
拡
大
に
現
場
の
声
生
か
し
て

１
泊
２
日
の
親
睦
旅
行

日
頃
の
疲
れ
癒
し
深
ま
る
交
流

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
青
壮
年
部
は
、
安
曇
野
市
豊
科
の
ビ
レ
ッ
ジ

安
曇
野
で
「
Ｊ
Ａ
常
勤
役
員
、
室
・
事
業
部
長
と
の
懇
談
会
」

を
開
き
、
部
員
や
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

管
内
で
永
続
的
に
農
業
が
営
め
る
よ
う
な
施
策
や
事
業
展
開

を
望
む
声
や
意
見
を
伝
え
、
約
２
時
間
懇
談
し
ま
し
た
。

同
会
は
、
生
産
者
で
あ
る
部
員
が
日
頃
感
じ
て
い
る
想
い

や
意
見
、
要
望
な
ど
を
Ｊ
Ａ
事
業
に
生
か
し
て
も
ら
い
た
い

と
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

開
会
に
あ
た
り
、
鶴
見
亮
太
部
長
は
「
組
合
員
組
織
や
地
域

農
業
の
活
性
化
に
よ
る
農
業
者
の
所
得
増
大
、
未
来
へ
持
続
す

る
た
め
の
生
産
拡
大
を
図
る
契
機
に
し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。懇

談
会
で
は
、

Ｊ
Ａ
が
直
営
す
る

安
曇
野
市
豊
科
南
穂
高
の
大

型
農
産
物
直
売
所
「
安
曇
野

ス
イ
ス
村
ハ
イ
ジ
の
里
」
の

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
運
営
強
化
や
売

場
の
陳
列
方
法
・
面
積
な
ど

に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
が

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
他
に
も

「
循
環
型
農
業
の
推
進
強
化
」

や
「
Ｊ
Ａ
施
設
を
活
用
し
た

一
時
的
な
出
荷
コ
ン
テ
ナ
の

置
き
場
確
保
」「
農
機
具
の

貸
借
・
売
買
斡
旋
」
な
ど
生

産
者
の
目
線
で
日
頃
感
じ
て

い
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
女
性
部
は
部
員
ら
の
交
流
を
兼

ね
て
、
1
泊
2
日
の
親
睦
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

各
支
部
の
部
員
や
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
37
人
が
参

加
。
岐
阜
県
や
石
川
県
な
ど
を
巡
り
部
員
ら
の

親
睦
が
深
ま
り
ま
し
た
。

初
日
は
、
日
本
の
原
風
景
を
残
す
世
界
遺
産
「
白
川
郷
」

の
合
掌
造
り
集
落
を
見
学
。
今
で
も
合
掌
造
り
を
継
承
し
、

保
存
し
て
い
る
価
値
を
学
び
ま
し
た
。
２
日
目
は
、
石
川
県

の
金
沢
伝
統
工
芸
「
金
箔
塗
り
」
を
体
験
。
工
芸
品
の
ア
イ

テ
ム
を
決
め
、
鶴
や
梅
鉢
紋
な
ど
８
種
類
の
中
か
ら
デ
ザ
イ

ン
シ
ー
ル
を
選
び
ま
し
た
。
赤
い
箱
に
接
着
剤
を
塗
っ
た
後
、

丁
寧
に
金
箔
を
貼
り
、
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ル
を
剝
が
し
た
ら
完

成
。
部
員
ら
は
、
完
成
品
を
見
せ
合
い
世
界
に
一
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

工
芸
品
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

宿
泊
先
の
和
倉
温
泉
で
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
、
バ
ス
移
動
や
食
事
の
場

面
で
は
、
部
員
同
士
が
積
極
的
に
交
流
し
、
終
始
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
、

充
実
し
た
親
睦
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。

12 月
4 日

12月
14日～15日

ＪＡあづみ
女性部

▲意見を述べる青壮年部員（左から２人目）

▲部員らが作った工芸品

▲茅葺屋根が特徴の合掌造り集落

ＪＡあづみ
青壮年部
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笑顔あふれる輝く毎日あしたへのあんしん

今
ま
で
の
暖
か
さ
が
嘘
の
よ
う
に
、
急
に
寒
い
冬
が
や
っ
て

き
た
の
で
、
楡
で
は
焼
き
芋
会
を
行
い
ま
し
た
。
午
前
中
か
ら

火
を
お
こ
し
、
利
用
者
さ
ん
が
濡
れ
新
聞
と
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で

サ
ツ
マ
イ
モ
を
包
み
準
備
完
了
。
熱
々
の
お
芋
を
縁
側
に
座
り
、

皆
で
美
味
し
く
食
べ
て
身
体
も
ほ
っ
こ
り
と
暖
ま
り
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
て
壁
画
と
ミ
ニ
ツ

リ
ー
の
工
作
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
思

い
思
い
の
毛
糸
を
選
び
、
型
紙
に
綺
麗
に

巻
き
付
け
た
り
可
愛
い
飾
り
を
沢
山
付
け

ま
し
た
。
家

に
持
ち
帰
り

家
族
で
過
ご

す
ク
リ
ス
マ

ス
に
華
を
咲

か
せ
て
も
ら

え
る
と
嬉
し

い
で
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
て
午
後
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
に

壁
飾
り
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
用
の
リ
ー
ス
作
り
を
し
ま
し
た
。「
難
し

い
ね
」「
上
手
に
で
き
る
か
な
」
と
心
配
し
な
が
ら
職
員
と
一
緒

に
楽
し
く
制
作
。
出
来
上
が
り
が
楽
し
み
で
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
5
類
に
移
行
し
た
こ
と
で
、
徐
々
に
元
の
生

活
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
12
月
初
旬
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介
で
マ
ジ
ッ
ク
シ

ョ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
招
き
ま
し
た
。
見
た
こ
と
の
な
い
珍
し
い
マ
ジ
ッ

ク
ば
か
り
で
「
す
ご
い
ね
」、「
よ
く
見
て
る
け
ど
判
ら
な
い
よ
ね
」
な
ど
と
大
盛

り
上
が
り
で
し
た
。

11 月 29 日、安曇野市豊科の南穂高ふ
れあいセンターで第 6 回生き活き塾を開
講しました。ＪＡ長野厚生連佐久総合病院
健康管理部の前島文夫部長を講師に「農業
が健康促進に繋がる」ことを学びました。

福祉相談会のお知らせ

NPO法人
あんしん

★賛助会員★正会員

★利用会員

サービス
提供 協力依頼

　経費支払い

利用依頼・利用料金
会費の納入

会費の納入
会費の納入

『日　時』　1月17日（水）　10時～12時
『場　所』　ＪＡあづみ南穂高ふれあいセンター
『内　容』　福祉の専門家（介護支援専門員・

介護福祉士）がわかりやすく相談に
応じます。※相談無料　予約優先

ご予約・問い合わせ先
　JAあづみ訪問介護事業所　0263-72-2148
　JAあづみ居宅介護支援事業所　0263-87-0380

くらしの助け合い活動あんしん
あんしんは会員が「困ったときはお互い

さま」の心で支え合う組織です。あんしん
は趣旨に、ご賛同いただいた正会員賛会員、
利用会員の皆様で構成されています。

住み慣れた地で老いても心身ともに元気
でお互いに助け合いながら暮らすことの出
来る「あんしんの里づくり」を目指してい
ます。次回は会員についてご紹介します。
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63

年金の専門家（社会保険労務士または年金相談員）
がわかりやすく相談に応じます。

夜間や週末も開催しております。お仕事帰りやお
休みの日にもお気軽にお越し下さい。

応募締切
1月22日㈪必着

① 大学入学共通テストの理科の科目の1つ
④ キウイやポンカンの生産量が日本一の県
⑦ エッセーともいいます
⑨ かつお節や昆布で取ります
⑩ ガラガラとうがいをして洗うもの
⑪ ゆでた麺をざるにあけて行います
⑬ 大股の人は広めです
⑮ カメやカッパの背に付いています
⑯ ――や硯(すずり)を用意して書き初め

をした
⑰ カラオケで楽しむもの
⑱ ――の計は元旦にあり
⑳ 旧暦1月の異称
� 見張ること。――カメラ

① おせち料理にも使うニシンの卵巣の加
工品

② 旅行前に――ブックを買った
③ 俳人が名作を生み出した地に建てられ

ていることも
⑤ 北を向いたとき西になる方向
⑥ 丁寧にいうとご飯です
⑧ 横綱を先導して土俵に上がります
⑫ セイウチの口からにょっきり
⑬ 農地――､ 道路交通――
⑭ DNAが含まれる体の設計図。――操作
⑮ 猫が中で丸くなっているかも
⑯ 不要物を可燃、――、資源ごみに分別した
⑰ 彼女は――を言わせず彼を外に連れ出

した
⑲ エレベーターの表示では「B」

応募総数通 48 通
　当選者　安曇野市　原さん
　　　　　安曇野市　小穴さん
　　　　　安曇野市　古幡さん

A.12 月号の答え

二重マスの文字をA～Ｅの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

Q.

正解の中から抽選で３名
の方に、JA まごころ商品
券（1,000円分）をプレゼン
トします。

（毎月 20 日頃発送）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E
シ ク ラ メ ン

材料（4人分）

作り方

季節のもずく酢

（JA 広報通信より引用）

日　　時 場　所

 1月16日（火）17：00～19：00 堀金支所

18日（木） 9：00～15：00 上川手
ふれあいセンター

20日（土）10：00～16：00 梓川支所

 2月15日（木）17：00～19：00
豊科支所
三郷支所

17日（土）10：00～16：00
有明出張所
穂高支所

20日（火） 9：00～15：00 三田ふれあい
センター

もずく 300g
柿  1 個
ゴールドキウイ  1 個
おろししょうが  小さじ1
リンゴ  1/2 個
かつおだし  300ml
薄口しょうゆ  50ml
みりん  50ml
酢  100ml
砂糖  30g

（1）合わせ酢の材料を混ぜ合わせ、鍋でひと煮たちさせ冷ましておく。
（2）もずくは沸騰した湯に入れ、 ざるにあげて、そのまま冷ます。
（3）合わせ酢の半量を （2） のもずくに入れ、 1 時間ほど漬けておく。
（4）器に（3）のもずくを盛り付け、柿、 ゴールドキウイ、リンゴ、 おろ

ししょうがを盛り、 合わせ酢の残り半量を注ぎ出来上がり。
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編　集　後　記

 ピンチが接近中です。警戒を
怠らないで。いつもより慎重
に行動することで危険を減ら
せます。下旬からは上昇運

家族や家の中のことを後回し
にしないように。身の回りの
ことを優先させれば危険を回
避できます。掃除は丁寧に

活気があります。華やかなこ
とにツキがあるので遊びに行
く計画を立てて。作業はス
ピードより正確さ重視で

コミュニケーション運が活発
化。あなたが間に入れば問題
は解決へ。情報収集をしっか
りし冷静に対応しましょう

一進一退のままならない運気。
急がずいつものペースを保つ
よう心がけましょう。下旬は
作業も予定も挽回可能です

あれもこれもと欲張ると収拾
がつかなくなってしまいそ
う。あなたにとって大事なこ
とを優先して。観劇にツキ

吉凶混合ながら華やかな運気。 
気持ちを上手に切り替えポジ
ティブ思考でいきましょう。 
吉運が強まります

勢いがあります。計画を実行
に移しましょう。会合では発言
を。あなたの意見が好結果につ
ながります。周りへの協力が吉

もう少しで状況が変わります。
面倒なことも手を抜かずに進
めることが大切です。人との
交流が開運のきっかけに

じっくり時間をかけるのが正
解です。気持ちがせいたら深
呼吸を。落ち着きを保つのが
成功の鍵。美術鑑賞にツキ

好調です。本気を見せれば状
況を変えられます。諦めずに
チャレンジを。新年会やパー
ティーへの出席が吉

良い風が吹いています。お誘
いには乗ってみましょう。今
まで気付かなかった新しい発
見があるはず。会合にツキ

スクラム 12月25日現在

〈12月27日開催〉
●令和６年度事業計画樹立方針について　他

●直売所「安曇野スイス村ハイジの里」登録会員／ 737

理事会報告

　あけましておめでとうございます。今年は辰年で
すね！「辰」は振るうという文字に由来しており、
自然万物が振動し、草木が成長して「活力」が旺盛
になる状態を表すそうです。今年は生産者や組合員
のみなさんの「活力がみなぎる年」となるような広
報活動に取り組みたいと思います。
　本年もよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　（Y・N）

数
年
前
か
ら
畑
を

始
め
て
、自
宅
で
食
べ
る

も
の
を
少
し
ず
つ
収
穫
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。来
年

も
Ｊ
Ａ
の
苗
や
肥
料
を
使
っ
て

美
味
し
い
野
菜
を
作
り
ま
す
。

（
安
曇
野
市　

太
田
さ
ん
）

農
作
業
は
毎
回sm

ile

の
営
農
メ

モ
を
見
て
行
っ
て
い
ま
す
。色
々
な

情
報
が
詰
ま
っ
て
い
て
参
考
に
な

り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（
安
曇
野
市　

原
田
さ
ん
）

毎
年
、
知
人
に
安
曇
野
の
リ

ン
ゴ
を
送
り
大
変
好
評
を
得
て

い
ま
す
。
丹
精
込
め
て
作
っ
て

く
だ
さ
っ
た
農
家
さ
ん
に
感
謝

で
す
!!!（

松
本
市　

安
田
さ
ん
）

農
作
業
は
一
段
落
し
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
の
３
月
か
ら
種
を

撒
い
た
り
、楽
し
み
な
が
ら
農

業
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
安
曇
野
市　

望
月
さ
ん
）

減
ら
そ
う! 

野
菜
の
過
剰
除
去

食
品
ロ
ス
問
題
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
●
井
出
留
美

皆
さ
ん
は
ナ
ス
の
へ
た
を
切
る

と
き
、
ど
う
切
り
ま
す
か
？
私
は

ま
な
板
に
ナ
ス
を
置
い
て
、
ま
な

板
に
対
し
て
垂
直
に
包
丁
を
入
れ

て
切
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
と
き
、
違
う
切
り
方
を
知

っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
、
へ
た
や

実
の
部
分
に
包
丁
を
沿
わ
せ
る
よ

う
に
、
斜
め
に
包
丁
を
入
れ
て
、

葉
っ
ぱ
の
部
分
だ
け
を
切
り
取
る

よ
う
に
す
る
の
で
す
。
そ
う
す
る

と
、
葉
の
下
に
あ
る
実
の
部
分
ま

で
切
っ
て
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。

ニ
ン
ジ
ン
の
へ
た
も
同
じ
で
す
。 

ま
な
板
に
ニ
ン
ジ
ン
を
置
い
て
、

垂
直
に
包
丁
を
入
れ
る
と
実
の
部

分
ま
で
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
包
丁
の
手
前
側
の
角
を

へ
た
に
当
て
た
ま
ま
、
ぐ
る
り
と

1
回
転
さ
せ
る
と
へ
た
の
部
分
だ

け
を
く
り
抜
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

食
べ
ら
れ
る
部
分
ま
で
切
っ
て

捨
て
て
し
ま
う
こ
と
を
「
過
剰
除

去
」
と
い
い
ま
す
。

無
意
識
の
う
ち
に
切
っ
て
捨
て

て
し
ま
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
実
は

食
べ
ら
れ
る
部
分
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
る
料
理
研
究
家
の
方
は
、
テ

レ
ビ
番
組
で
、
ピ
ー
マ
ン
を
手
で

握
り
つ
ぶ
し
て
料
理
に
使
う
方
法

を
教
え
て
い
ま
し
た
。
ピ
ー
マ
ン

に
は
、
種
や
へ
た
が
あ
り
ま
す
が
、

包
丁
で
切
ろ
う
と
す
る
と
、
ま
な

板
に
く
っ
つ
い
た
り
し
て
無
駄
が

出
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
の
方
が

作
っ
た
の
は
、
鶏
の
モ
モ
肉
と
ピ

ー
マ
ン
を
油
で
炒
め
て
、
甘
辛
く

味
付
け
す
る
料
理
で
し
た
。
種
や

へ
た
も
食
べ
ら
れ
る
も
の
で
す
ね
。

私
は
、
切
り
取
っ
た
へ
た
も
そ

の
ま
ま
捨
て
た
り
は
し
ま
せ
ん
。 

密
閉
容
器
に
取
っ
て
、
冷
蔵
庫
の

チ
ル
ド
室
で
保
管
し
て
お
き
ま

す
。 

へ
た
だ
け
で
な
く
、
タ
マ
ネ

ギ
の
皮
、
ソ
ラ
マ
メ
や
エ
ダ
マ
メ

の
さ
や
、
野
菜
の
堅
い
部
分
な
ど

を
入
れ
て
お
き
ま
す
。
1
週
間
ほ

ど
し
て
、
た
ま
っ
た
ら
、
深
鍋
に

入
れ
て
１
ℓ
程
度
の
水
を
注
ぎ
、

1
時
間
ほ
ど
煮
出
し
ま
す
。
す
る

と
、
い
ろ
ん
な
食
材
か
ら
出
た
だ

し
が
お
い
し
い「
ベ
ジ
ブ
ロ
ス（
野

菜
だ
し
）」
に
な
る
の
で
す
。
搾

っ
た
か
す
は
、
乾
か
し
て
か
ら
コ

ン
ポ
ス
ト（
堆
肥
化
容
器
）に
入
れ

て
い
ま
す
。
ご
み
は
ゼ
ロ
！
食
材

を
全
て
活
用
す
る
と
、
気
持
ち
も

す
が
す
が
し
く
な
り
ま
す
よ
。
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